
※本月背誦聖経章節： 

「耶和華是我的岩石，我的山寨，我的救主，我的神，我的磐石，我所投靠

的。他是我的盾牌，是拯救我的角，是我的高臺。」詩篇 18:2 

「主はわが巌(いわお)、わがとりで、わが救い主(ぬし)、身(み)を避けるわ

が岩(いわ)、わが神。わが盾(たて)、わが救いの角(つの)、わがやぐら。」

詩篇 18：2  

 

※上週聚會人数 主日崇拜：成人 31 人、児童 8 人、成人主日学 8 人、青少

年主日学 4 人、兒童主日学 7 人、週五祷告 3 人。 
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週  報 
 

主後 2014 年 07 月 06 日 

（第 2569 期） 

 
今年教会目標 

 
長大成人，進到完全 

（以弗所書エペソ 4:13） 

 
宗教法人: 

東京中華基督教會 

 
〒166-0003 東京都杉並区高円寺南５－１３－４ 

電話：  （０３）３３１２－１８３７（教会） 

（090）92351407（呉牧師携帯電話）   

http://church.ne.jp/chinese 

http://church.ne.jp/chinese


 

 主 日 崇 拝  

序樂  司琴 

賛美 和撒那第 9 首   「贊美全能神」 会眾 

祷告  会眾 

証道 完全人(馬太福音 5:38-48, 19:21) 講員：吳牧師 

 完全になる （マタイ 5:38-48, 19:21） 翻訳：吳師母 

聖餐  呉牧師 

賛美 和撒那第 76 首 「有一活泉」 会眾 

奉献  会眾 

祝祷  吳牧師 

阿們 和撒那第 169 首 「阿們頌」 会眾 

報告介紹  陳國強, 黃志成 
 

教會週間定期聚會 

牧師在教會会堂辦工時間：星期二、四 09:00-18:00 及星期五 13:00-21:00 

主日崇拜：毎主日 10:30 - 12:00  主日晨祷會：毎主日 10:15 - 10:30 

成人主日學：毎主日  9:15 - 10:15 

団契時間 13:00 - 14:00:  第 1 週 - 關懷団契 

        第 2 週 - 学做但以理団契 

       第 3 週 - 成長団契 

       第 4 週 - 日語聖經通讀会 / 学做但以理 / 賛美 

為教會青少年及兒童代禱會 每月第五主日 13:00-14:30 

日英文査経：星期三 19:00-20:30（表参道） 

祷告会：星期五 19:30 - 20:30 
 

「你們不可停止聚會、好像那些停止慣了的人、倒要彼此勧勉、 

  既知道那日子臨近、就更當如此。」 （希伯來書 10 章 25 節） 
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【教会消息和代禱事項】 

一、 午餐後 13:00 - 14:00 有關懷小組聚會，請組長們聯絡組員聚會地點。 

二、 7-9 月份的事奉表已張貼在報告板，盼望弟兄姊妹能為神及教會獻上

自己的時間能力，互相事奉。 

三、 週報設計募集一共收到了 4 份新設計，感謝弟兄姊妹的回應。每個設

計都很有創意，今天會有簡單的投票，請選出你最喜愛的。 

四、 東京國際教會將於 8 月 21~23 日舉行夏令會，報名表已張貼在二樓，

詳細內容可聯絡楊弟兄和吳牧師。 

五、 新一期成人主日學已經開始，請為參加的弟兄姊妹代禱，求 神賜下

力量堅定每個人，常常熱切地追求 神的教導。 

六、 為已報名参與各事工的弟兄姊妹禱告，願 神加添力量完成工作，並

在事奉當中得著喜樂，經歷與 神的同在。 

七、 為教会的長者們的身體健康 (黃伯伯、高橋姊妹、榎本姊妹、遠藤媽

媽、簡野媽媽)禱告，也為他們未信主的家人禱告。 

八、 弟兄姊妹如有任何禱告事項，歡迎使用小天使禱告信箱，讓我們一起

互相代禱，一起成長。 
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完全人 (馬太福音 5:38-48, 19:21) 

完全になる（マタイ 5:38-48, 19:21） 

(1) 完全人是什麼？ 

完全になることは何ですか？ 
 

 

 

 

(2) 世人的看法 

世俗の考え方 
 

 

 

 

(3) 完全人的吸引力 
完全になるという素晴らしい生き方 
 

 

 

 

(4) 完全人是哪些人呢? 
完全になる人々 

 

 

 

 

 

(5) 完全人是信靠神、認識神、被神拯救的人 
完全になる人々――神様を知り、神様に寄り頼んで、救われた人々 



主の御名によって祈れ（ヨハネ 14：13-14）     2014 年 7 月 6 日 
 

祈りは主の名誉をかけてすることである。十戒のなかで三番目の戒めは

「神の御名をみだりにとなえてはならない」である。神の御名を乱発した
り濫用したりすることは罪悪である。そのようなことのために神は神の御

名を濫用することを禁止された。その御名を冒涜することも禁止された。

神の御名を神の許可なく使うことを神は許されない。 
 

 過去に人々を代表して祭司長が祈ったが、今はその弟子たちや主を信じ

るすべての者たちに「あなたがたはわたしの名によって祈れ」と言われた

のである。このように大きい御名を神は祈る人々に許可された。 

 

 「何でも私の名によって祈れ。」我らの祈りは神の名誉をかけていると
いうことを我らは知るべきである。神は祈る者たちが神の御名を使うこと

を名誉あることと見られる。十戒を通して禁じた神の御名を用いることを

祈る者には許可されて、むしろそれを名誉あることと見られる。「わたし
の名で祈ればわたしが行う」 

 

 人間はどのようにして神に人間の声を到達させ、人間の志を到達させる
かについて知ることができなかった。神はこの秘密を知らせてくださった。

「あなた方は私の名によって祈れ。そうすれば到達するであろう。」人間

にくださったこの秘密を知っている者は、神が約束してくださったように
確実に応答を受ける。 

 

 我らは「イエスの御名によって祈れ」ということが祈りであることをは
っきりと知らねばならない。 

 

 「わたしの名によって祈れ」といわれた。イエスの名で祈ることは祈り
の機能である。キリストの名で祈らねば効力はない。 

 

 何でも祈れ：特殊なことだけを祈るのではない。すべてのことを神の前
に祈れ。 

 

 求めよ（祈れ）とは積極的な要素が込められている。得るまで祈る。神
を信じることは実質的に主の能力が我らのなかで生きて働いているとい

う現実を体験することである。 

 
 


